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総合的な学習の時間を核とした教科横断的授業の構想 

－新聞を活用したＮＩＥの実践－ 
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*岩手大学教育学部附属中学校，**岩手大学教育学部

（平成 31年 2 月 18 日受理） 

１．はじめに 

本校では，学校教育目標である「よく考え，誠

をもって働く人間」の具現化を目指し，総合的な

学習の時間を「ヒューマンセミナー（略称：ＨＳ）」

と称し，主に体験活動（学年プロジェクト）を柱

に，全ての教育活動を包括的な学びの場と捉え実

践に取り組んでいる。ヒューマンセミナーでは，

学習のねらいを「生徒自らが課題を見つけ，その

課題を追究していく中で，自己の生き方を考える」

ことを重点に置き，それぞれの学年で共通学習課

題を設定し，年間を通してその課題解決に迫る学

習を行っている。平成２９年度告示の学習指導要

領においても，総合的な学習の時間の目標におい

て，自己の生き方を考えていくために，「実社会や

実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立

て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現

することができるようにする」ことを育成するこ

とを謳っており，ヒューマンセミナーの考え方は，

それに則ったものであると考えられる。 
しかし，ヒューマンセミナーにおいて様々な講

師の先生方の話を伺いながら，人としてどのよう

に生きていくかということについて迫ろうとして

いるが，共通学習課題に迫ること，つまり「自己

の生き方を考える」ことに比重が大きくなり，実

社会の中から生徒が主体的に課題を見つけたり，

教科等の学習を生かしながらその課題を分析した

りするというような側面が弱いところに課題が

見られる。本研究は，総合的な学習の時間におい

て教科横断的な授業を展開し，生徒が主体的に課題

意識をもって取り組む総合的な学習の時間の授業づ

くりはどうあるべきかを追究したものである。 

２．方法 

本研究は，３学年で行われる学年プロジェクト

「学習旅行」に向けた学習の中に，他教科やＮＩ

Ｅの視点との関連をもたせることで，生徒の学習

をより深めることを狙ったものである。なお，本

研究は第２３回ＮＩＥ全国大会盛岡大会の公開授

業にて提案したものである。本研究の目的を達成

するために，以下の４点の方法を用いる。 
（１）学習旅行における事前学習の資料集めとし

ての新聞活用 
（２）各教科の視点をもった学習旅行個人テーマ

の設定と調査活動 
（３）学習旅行の学びの成果の新聞紙面での発信 
（４）（１）～（３）を包括した教科横断的な単元

デザイン 

３．授業の実際 

（１）学習旅行における事前学習の資料集めとし

ての新聞活用 

 今年度の学習旅行地は福岡県であった。北九州

市の「シャボン玉石けん」社長の森田隼人氏，「安

川電機みらい館」館長の岡林千夫氏，朝倉郡東峰

村の重要無形文化財保持者「小石原焼」の福島善

三氏，福岡市の重要無形文化財保持者「献上博多

織」の小川規三郎氏をはじめ，「北九州マイスタ

ー・技の達人」や小石原焼の窯元の方々のお話を

うかがい，「『新しい社会に生きる』とはどのよう

なことか」という共通学習課題のもと，学習を行

った。 
学年プロジェクトにおいて，現地に向かう前に

（平成 31 年 3 月 4 日受理）

見られる。本研究は，総合的な学習の時間におい

て教科横断的な授業を展開し，生徒が主体的に課

題意識をもって取り組む総合的な学習の時間の授

業づくりはどうあるべきかを追求したものである。
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は，これまでもインターネットを用いて調査活動

をしてレポートにまとめる活動を行っている。今

回の学習旅行の事前学習では，これに現地の新聞

社である西日本新聞を加えながら調査活動を行っ

た。調査活動において西日本新聞を用いることで，

現地のより深い情報を入手することができる。例

えば，九州北部豪雨から１年が経過するが，西日

本新聞の紙面を見ると現地の人々の現在の生活や

官民それぞれの取り組みなどが多く掲載されてお

り，復興関連の情報が現地の人々にとって非常に

重要度の高いものであることがうかがえる。また，

当然のことながら現地の企業や人物を採り上げて

いる記事も多く，学習旅行の訪問地についてより

確かな情報を得る上では非常に有効なメディアで

あると考えられる。生徒は，滅多に見られない現

地の新聞を興味深く広げ，これから向かう福岡県

について理解を深めようとしていた。 

図１ 訪問先である安川電機のロボットについて

伝える記事（西日本新聞 2018.5.2） 

（２）各教科の視点をもった学習旅行個人テーマ

の設定と調査活動 

前述のように，これまでのヒューマンセミナー

では，「自己の生き方を考える」ということに比重

が置かれ，生徒の興味関心に合わせた課題設定や

追究が不十分であった。そこで本研究は生徒の関

心に合わせ，教科の視点をもたせながら学習旅行

における個人テーマを設定させ，調査活動を行う

ものとした。例えば，学習旅行の中のプログラム

の一つに，無添加石けんを製造・販売する「シャ

ボン玉石けん」の社長の講演会があるが，無添加

石けんについて理科的な見方・考え方を働かせな

がら「科学的にどのような手順で製造しているか」

といった個人テーマを設定させ，予備知識を得た

上で講演を聞くと，より社長の考え方や生き方に

迫ることができると考えられる。自分のこれまで

の教科学習を振り返り，興味関心にあわせて個人

テーマを設定し追究していくことで，学習旅行で

の学びがさらに深まることを狙った。尚，本研究

において関連性のある教科としては，訪問する学

習地や講師の方々の現状から，理科（無添加石け

んについて，合成洗剤が環境に及ぼす影響など）， 

図２ 生徒が立てた個人テーマと事前調査 
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社会科（北九州市の環境改善への取り組み，民芸

運動に関することなど），美術科（焼物を鑑賞する

視点，焼物の技法など）などを想定した。このよ

うな調査活動を経て訪問地での学習を行うことと

した。 
 
（３）学習旅行の学びの成果の新聞紙面での発信 

 昨年度の国語科の学習において，生徒は意見文

を書き，それを岩手日報社に投書し，「声」「日報

論壇」に採用された。これは，新聞を読みそこか

ら自分の興味関心に合わせて記事を選び，それに

対する意見を書いて投書するというものであった。 

 
図３ ２年次に岩手日報社の「日報論壇」に掲載

された生徒作品（岩手日報 2018.3.27） 

生徒はそれまで校内新聞において自分の意見を発

信してきたが，この言語活動によってさらに視野

を広げて県内に自分の考えを発信することに面白

さを感じる生徒が多くなった。より多くの人々に

向けて発信するため，これまで以上に文章の構成 
を意識したり，自分の意見の根拠を吟味したりす

るなど，より相手意識をもった意見文を書くこと

ができたように思う。 
この学習を踏まえ，今回は学習旅行で学んだ成

果を，岩手県民に発信するという言語活動を設定

した。西日本新聞社のＮＩＥコーナー「こどもタ

イムズ」をヒントに岩手日報社の協力を仰ぎ，紙

面一面分に今回の学習旅行の学びを掲載していた

だくことにした。その紙面一面をどのように構成

するか，協働的な思考を通して生徒に検討させた。

２年次の意見文の投書は，一つの記事単体で相手

に自分の考えを伝えるものだが，今回は複数の記

事を組み合わせて紙面として考えを発信すること

になる。読み手がどのようなことを知りたいかを

考えさせながら，どのような内容を，どのような

形式で，どのように表現して編集し発信するかを

検討させた。 

 

図４ 参考にした西日本新聞社の「こどもタイム

ズ」（西日本新聞 2018.5.1） 

 
（４）（１）～（３）を包括した教科横断的な単元

デザイン 

これまでに述べた（１）～（３）の方法を用い
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て単元づくりを行い，実際に学習活動を行った。

実際の単元計画は以下の通りである。 
時 ねらい 主な学習活動 

１ 単元の見通
しの把握 
（国語・総

合） 

◯ ２年次の学習を想起す

る。 
◯ 学習の見通しをもつ。 
◯ 学習旅行個人テーマを設

定する。 
２ 個人テーマ

の追究① 
（総合） 

◯ 西日本新聞やインターネ

ット等を用いながら個人テ

ーマの解決に迫る。 

３ 個人テーマ
の追究② 
（各教科） 

◯ 各教科の視点から，それ

ぞれの講師について説明を

受けたり質問をしたりす

る。 
４ 個人テーマ

の追究③ 
（総合） 

◯ 学習旅行に行き，現地の

情報を集める。 

５ 
６ 

新聞メディ

アの特徴の

理解 
（国語） 

◯ 「いつものように新聞が

届いた――メディアと東日

本大震災」を読み，新聞メ

ディアの特徴を理解する。 
７ 新聞記事の

形式の理解 
（国語） 

◯ 新聞を読み，新聞にはど

のような記事がありどのよ

うな形式で書かれているか

を分析する。 
◯ 自分たちのグループの新

聞の紙面構成を検討する。 
８ 紙面構成の

決定 
記事内容の

決定 
（国語） 

◯ 紙面構成をグループで検

討する。 
◯ 記事の形式を検討する。 

９ 下書き 
（国語・各教

科） 

◯ 編集会議をもとに，記事

の下書きを書く。 
 ・ 自分の記事の役割 
 ・ 情報や内容の正確性 
 ・ 主張と根拠の整合性 

10 
 
 

紙面構成・記

事の内容の

再検討 
（国語） 

◯ 記事を読み合い，紙面構

成や記事の内容を再検討す

る。 
 ・ 内容・表現の重複 
 ・ 体験と知識のバランス 
 ・ 岩手の中学生として 
◯ 自分の記事を書き直す方

向性を確認する。 

 （夏季休業） ◯ 前時の授業を受けて学ん

だ視点に沿って記事を書き

直す。 
◯ 記事を仕上げる。 

11 
12 

清書 
（国語） 

◯ 協働して一面を完成させ

る。 
 ・ 記事の推敲 
 ・ タイトルの検討 
 ・ 清書 

13 振り返り 
（国語） 

◯ 互いの紙面を読み合う。 
◯ 学習を振り返る。 
◯ 新聞社に投書する。 

 第１次では，２年次での学びを想起させ，学習

旅行での学びを様々な新聞メディアに発信するこ

とを伝え，学習の方向性を確認した。そして，前

述のように個人テーマを定め，学習旅行に向けた

調査活動において西日本新聞を活用し，訪問地や

講師の方々の情報を集めさせた。 
 第２次前半では，まず学習材である「いつもの

ように新聞が届いた――メディアと東日本大震災」

（東京書籍 「新しい国語３」）を読み，新聞とい

うメディア，また全国紙や地方紙の特徴をおさえ

させながら新聞の記事にはどのような形式がある

かを分析させた。また，新聞社の，読み手が欲し

ている情報を届けようとする思いを捉えさせた。 
 第２次の後半では，グループで協働しながら編

集会議を行い，新聞記事を書き進めさせた。この

とき，５人グループを編集し，編集会議を行わせ

た。この５人グループは，前述の教科の視点を意

識した個人テーマのバランスを見ながら偏りなく

構成させた。編集会議での検討の視点としては，



－ 67 －

教育実践研究論文集　第６巻

どのように記事を配置するか，どのような形式を

選ぶか，記事にするときに相手意識をもちながら

どのような情報を盛り込むべきかなどである。尚，

個人で分担した記事を書く際に，その記事の妥当

性や根拠を検討するにあたり，各教科の指導者か

ら指導・助言を行い，記事の内容に説得力をもた

せた。 

 
図５ 美術科担当教諭による助言の様子 

 

図６ 編集会議を経た記事の配置や分担を記した

学習シート 

 
図７ 編集会議を経て書いた新聞記事 

 
図８ それぞれの生徒が書いた記事をあわせた紙

面 

 
 生徒が仕上げた紙面を見てみると，記事単体と

しては相手に伝わる内容であっても，紙面として

推敲するといくつかの課題が見られた。生徒は普

段の生徒会活動で班新聞を書いているが，その特

性から自分の考えを書くことが多い。今回の実践

においても，自分の考えを書く生徒が多く，紙面

一面が意見文で占められるものがあった。そこで，

実際の新聞の紙面を取り上げ，一つのニュースを

取り上げる際には，様々な切り口から記事を書い

ているということ，新聞がニュースを伝えるとい

う性格上客観的な記事が多く見られるが，専門家

の考えを載せたり，社説に新聞社としての考えを

載せたりして紙面としてバランスをとっているこ

とに気づかせ，改めて編集会議を行い，推敲させ

た。 
 第３次では，これまでの編集会議や推敲作業を

経て実際に記事を書き直した。そして，互いにで

きた新聞紙面を読み合い評価し合い，新聞記者の

協力を仰ぎながら編集作業を行った。 
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図９ 実際に岩手日報に掲載された「未来新聞」 

（岩手日報 2018.10.31） 

 

４．成果と課題 

ヒューマンセミナーのねらいである人間として

の生き方を考えるために，講師についてその生い

立ちについて調べるだけではなく，それを取り巻

く社会状況や環境などを教科の視点をもたせなが

ら調査させることで，講師の生き方についてより

深く迫ることができたと同時に，教科の学びが実

社会に生きていることを実感させることができた

ように思う。また，国語科の「書くこと」学習が，

総合での学びを表出する・まとめる活動に生きた

こと，そして自分の考えを県内に発信できたこと

は生徒にとっても書く喜びを実感できたように思

う。これまで，ヒューマンセミナーの学びの成果

は論文集という形でまとめていたが，学校の外に

発信できたことは大きな成果であった。 
課題としては，他教科との連携をより効果的に

効率的に行う方法である。今回は，総合の学習の

時間に，１時間に学年の教員と他教科から４人の

教師を入れて授業を行っているが，時数の確保や

効率という点では難しさを感じた。総合を軸とし

て，他教科の年間計画と併せながらどのように学

習活動や学習内容を配置していけばよいか，カリ

キュラム・マネジメントの視点で授業を構築して

いく必要を感じた。 
また，生徒の個人テーマの設定の仕方にも課題

が見られた。講師の生き方により深く迫るために

個人テーマを設定させたが，課題解決に向かうの

が非常に困難なものや，インターネット等で調べ

ればすぐに答えが出るようなものが多く見られた。

現地に行かなければ答えが出ないようなものや，

講師の生き方をより深く知るための個人テーマが

設定できなかった。学習指導要領にある，「実社会

や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を

立て」る力，すなわち課題設定力を他教科と関連

させながらどのように育んでいくかがこれからの

課題となる。 
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